
r章 つヾ 亀ォIを ま患つネ生員と

つヾ

ょ季 く酵を施るつ`慕安

Ⅲ賃ゑくもちえるめヽ界密

|■  | |や ■ ― ■を
どう整備すえけ` い`めヽ

かく分つヽ Sな い
蟷がいを鵡 つ方し乏

| 
― ―が

笏まり鳥いつめ` な
し`

―   i  を
イロ可とか したぃ

○

Ｏ
ｏ
。

４建

．

O

○
○ 簾孔 ○

O

| | .|

| ‐ | |

|! ||

．・一一一．一一一・一一一一一・・・・・【一「
一一一

・
・　
●
ｉ
ｉ
ｌ‐
―

．
　

一

l f

i:|
i■

i   l !

/  、 
｀
|

飴緯
鶏‰
け

,|    |
:i l

韻は ‰にけ¢
に 餓 緯萎 警

♭% ∽0押 蔭Ⅷ
鯵♭ 電 ¥ は鯵

垣:≡
EBヨ
デゝ

等

◇

藩

・幾

拶

|| |1 111・  ‐ ●十下■||!|:IⅢⅢⅢⅢ ⅢⅢ il::||― |||「|:

ltl:■l liⅢⅢ■|!■ :Ⅲi■■i・ ■||li■■|■ |

IIII:||||||=||||!.i41111:|1市 I 
Ⅲ IIIIII十 1111

11Ⅲit,i!=|IⅢ !liiⅢⅢI■■:IⅢ .|:Ⅲ■|す.|■ ill

l:IIlill二 iIIIIIIIIIⅢ :i.11111:|||‐ :|||||:||

一■
・・一一

:|.:■

一
ｔ
ｉ

一聾
一
‐　

　

〓

||:||=!|:

,■■|■・ ‐■■||‐■:■す.:ii.■■ⅢⅢi‐■liす |::=― IⅢⅢ Ⅲ・:Ⅲ●■i=||=11■→
―|||:Ⅲ III碧■:lil―■‐

=i―

■■■■||■ li―

:|■|||二■|||■ィ.■■|:|11■■■||■‐i― .i■li言■III!i!rl::liⅢ :■二●‐■■|‐■■!:■.111■Ⅲlilれ||モ■11■i
ll― ,ユ :|■■:|1111=■ il_― 11■iF●荘lil:||:■ Fi■■|:'|=|■ ||■I!||:.I■

=IⅢ
III―■||■11_!'|

．
　

　

．

・
一　

づ

一

露畷隠 罐詐
撥
轟 株式会議吻屋滋ビー嘉ギ移拶

障害着就業 。生活支援七'ンタ
‐―のセンター長や特 lラ l子会社の立≧ tザを支援

~す
るた

めに企業へ出向するなど、様々な立場で就蒟支援に従事。現在
`ま

、障害者を雇用

する虚業を糞援する為の F盆業支援』と質の高い糞!震着を育成する為の「研修業』

を中心に活動。霙知勇 l重功局主催 薯業_革.向 け障がい着雇用促遺セミナー講師オごlまじ

め事業主ドロ∃け講演を多数。
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く障がい者雇用の現在地 >

近年、多様性を活かした職場環境づくりの必要性が高まる中で、

障がい者雇用への向き合い方も変革の時を迎えています。

2021年 4月 に「障害者差別解消法」が施行され、
企業は障がいを理由とした差別をすることが禁止されました。

′//

また、2024年 4月 には「障害者雇用促進法」が改正され、
障がい者雇用率の目標達成義務が強化されています。

厚生労働省からの障がい者の法定雇用率の段階的引き上げ発表を受け、

2024年 4月 には 2L5%となりました。
2026年 には 2.7%への引き上げを予定しており、
多くの企業様は障がい者採用の変革や拡大を求められ、

新たな採用手法やはたらき方への対応が急務となっています。

そして、現在は会社の規模に関係なく、数多くの企業が労働力確保、

働きやすさ向上による品質・生産性の向上といつた、

経営課題解決のために障がい者活躍を取り入れています。

障がい者の直接雇用

福祉施設から企業へ支援者つき

障がいのある方の受け入れ、

福祉施設等へ作業の依頼など、

段階に応じた対応を一緒に考えます。

Pヽ′

職場のアセスメント

障がいのある方が働きやすいように

仕事内容や人的・物理的な

社内環境の整備について

適切なアドバイスを行います。
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障がい者雇用について検討したい年

もう少し話を聞きたいなどの

企業様に対して訪問を行い、

個別にご相談をお受けします。

企業誘間
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セミナ中&個漏

“

相談表 申込方法
お申し込みは下記フオームもしくはQRコードよりご登録ください。
https://forms.gle/3b29wTnS473WFAe86
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社会福祉振興
(独)福祉医療機1憾

島力成事業

Eヨヨ 社会福祉法人楽笑

田巨■ 蒲都市・蒲郡商工会議所
。蒲郡商工会議所青年部・一般社団法人蒲郡青年会議所

E四■ 令和5年度 (補正予算)独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興動成事業


